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　昭和 8 年の津波当時、小学校２年生だった母ヒ
ロ（大正 13 年 11 月生まれ）から改めて昭和 8 年 3
月 3 日の津波の話を聞いた。
　自分と同居している母は現在 96 歳になるが、
頭はしっかりしており昔のこともよく覚えてい
る。
　母は山田町船越の田の浜集落の海に近い家に住
んでいた。田の浜集落は船越半島の南岸に位置し、
その地名は柳田国男の「遠野物語」九九話に明治の
三陸大津波の後日譚として出ている。
　以下は母が覚えている昭和の大津波の話であ
る。
　津波前日に集落へ人形芝居の一座が来て上演。
3 月 2 日の夜まで芝居が続いたという。今思えば
秋田の人形芝居らしい。この一座も津波に遭遇し
たという。夜遅くまで見物をしていた母は翌未明
の地震には気づかず、母親に起こされて避難し
た。しかし姉に買ってもらった新しい靴を取りに
戻ろうとし、周りの人に引き留められ一命を取り
とめた。そのため家族とはぐれてしまった。避難
場所はすぐ近くにあった墓地。小高い場所にあり、
集落の人たちが多数逃れてきていた。津波が来た
瞬間は見ていないという。ただ、集落の水田がす
べて水に覆われて沼のようになったのを記憶して
いる。
　そこでは近くの家から布団を運んで寒さをしの
いだり、墓の卒塔婆を燃やして暖を取ったりして
いたという。そのうち親戚の人に見つけてもらい、
母親の実家で家族はしばらく暮らした。その後、
実家の敷地に離れのような小さな家を建て、何年
か暮らした。
　昭和津波の被害は明治 29 年の津波より少なく、
田の浜集落の犠牲者は 3 人だけだったという。た
だ、船越半島への入り口となった浦の浜付近は一
時船越湾と山田湾がつながり、船で行き来しなけ
ればならなかった。当時、海軍の横須賀基地にい
た兄が急きょ帰省してきたことも覚えている。

　被災後の思い出として、缶詰の話がある。今思
えば火事場泥棒のようだが、どこからか田んぼに
流れ着いた木箱入りの缶詰を兄たちが拾ってき
た。缶詰は鑿と金鎚で開けられた。それまで食べ
たことがない牛肉の缶詰や果物をその時食べた。
パイナップルはそのときに初めて食べたという。
缶詰のほかにも南京豆やリンゴなども流れ着いた
が、水に浸かったものは食べず缶詰だけを食べる
ように兄たちに言われた。
　後に乾パンが一家に 1 箱支給された。そろばん
や硯など学用品や教科書も新しいものが支給され
た。洋服や靴も新しいものが配られた。通ってい
た船越小学校では女性教員たちがしばらくの間、
食事をつくって被災した児童に提供した。当時は
病人にしか食べさせなかった卵焼きも出て、その
香りが漂って来ると昼の食事が楽しみだったとい
う。支援物資などでだいぶ新しい食べ物を知っ
た。母は子ども心に「津波のおかげだ」と思ったそ
うだ。
　当時の石黒知事が翌年「慰霊の歌」「復興の歌」
を作り、その歌詞も少し覚えている。

大津波くぐりて　めげぬ心もて

いざおい進め　まいのぼらす

まいのぼらす

亡き魂は千尋の　海に沈もりて

栄え行く世の　柱たるらん

　このような歌だそうだ。どちらが慰霊の歌でど
ちらが復興の歌か分からないが、それぞれメロ
ディーが違い、3 月３日の津波の日には小学校で
みんなで歌ったという。
　通信手段がない当時のこと、田老の大きな被害
や岩泉・小本で被災して孤児になった女の子を親
戚が養子に迎えて育てたことは何年か後になって
知った。
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